



A study of Determining Time Standards Part 1. 
Ichibei KUDO， Naoyoshi MATSUHIRO， Tatsuo SUZUKI 
The standard time is studied by students， but at this stage it is yet on the way of a 
development. 
Therfore， this report presses a fundamental principle of the standard time， and grasped 
the nature of itself. This looked at a fundamental principle of the standard time from 







































































































































































{秒) (秒〉 OF01〈r秒)A 型を運んでくる 0'14" 0'15" 
A 型をサイドテーブル 0'08" 0'08" に置く
A プレス台をふく
A 型を台に置く 0'12" 0'34" 0'22" 
A プレスの悶を下げる 。'37" 0'35" -0'02" 
A 型の位置是正 0'30" 0'50" 0'20" 
B 型をプレス台に固定 1'20" 1'44" 0'22" 
B はめ合いを見る 0'45" 0'32" -0'13" 
B ストリッパーを取り 2'26" 2'35" 0'09" つける
A 材料を運んで来る 3'10" 3'09" -0'01" 
A 材料を入れる 1'54" 1'39" -1'15" 
B ガイド調整 。'49" 1'03" 0'14" 
B 試し打ち 1'58" 1'38" -0'20" 
B 製品の良否をみる 0'45" 0'48" 0'03" 
B 裂をとりはずす





































































k : l~n 
(注) 今日使用されている算式は
S=a+b である.
この算式は何を意味しているかというと，例えば，標
準時間30分というのは現状では単に作業時聞を無限にし
た時，それが30分になる ζとを意味しているが，今の算
式からすれば，ある期間内において30分になることを意
味している.ζのことは，標準時間の精度が非常に高い
ものになることを意味する.
4.結言
本報中の標準時間の原則で動、作経済の原則と類した原
則があるが，前者においては，標準時間の精度の向上に
立脚し論じであるが，後者の場合は，動作の合理的Eつ
経済的な観点、から列挙されている点が非常に大きな相異
ととEっている ζとを添加しておく.
又，標準時間の原則についての必要性であるが，これ
が完全に成就されたならば，標準時間は容易に設定さ
れ，その精度も信頼度のあるものになる乙とを確信して
L、る.
今後の研究においては， 興味ある人間関係 (Human
Relations) を作業研究に立脚し， それを評価出きない
ものか追及してみたい.又本報で論述した標準時間の原
則をも完全なるものになるまで研究を続けたい.
